
令和６年度使用西多摩地区町村立小学校教科用図書 選定教科書とその理由 
西多摩地区町村立学校教科用図書採択協議会  

 特別の教科 道徳（光村図書）  

内  容 

①現代的な課題としては、「いじめ問題」「情報モラル」「環境」「共生」を取り上げている。 

②いじめ防止に関する内容の教材が全学年で配置されている。 

③情報モラル教育に関する内容の教材が発達段階に応じて系統的に掲載されている。 

④音楽会・遠足・保護者参観など、学校行事を題材とした教材が配当されている。 

⑤各学年で、「心を通わそう」の活動を通して、話し合いをする場面が設定されている。 

⑥役割演技など、体験的な学習を促す設問が、全学年に設定されている。（★） 

⑦全学年の教材冒頭に、キャラクターによる児童への呼びかけの言葉が示されている。 

⑧第3学年以上では、思考ツールを活用して自分の考えを整理できる場面が設定されている。（★） 

 

構成・分量 

①冊子の構成は、第１学年から第６学年まで年間１冊となっている。（★） 

②目次の他に、四つの視点をどの教材で学んでいくのかを一覧できる表がある。（★） 

③視点ごとの分量の割合 

・「主として自分自身に関すること」            27.5% 

・「主として人との関わりに関すること」          25.5% 

・「主として集団や社会との関わりに関すること」      30.9% 

・「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」16.1% 

④第1学年から第６学年までの総ページ数は、1048ペ－ジである。 

 

表記・表現 

①児童が興味・関心をもてるような写真・挿絵が挿入されている。 

②教材本文には、教科書のために特にデザインされた光村教科書体が使用されている。 

③第１学年は文節分かち書き、第2学年では3文節程度の分かち書きになっている。（★） 

④漢字表記については、第1学年では、数字以外は漢字表記ではない。第2学年～第6学年では、当該学年の配当

漢字に全てふりがながついている。（★） 

 

使用上の便宜 

①冊子のサイズはB5変形判である。（★） 

②教材名横に、内容項目を分類する４つの視点をマークで掲載している。 

③教材ごとに、「考えよう・話し合おう」という項目があり、考え方の視点、教材の内容に関する発問、自分自身を振り返る発

問が掲載されている。教材の最初、最後、途中等、発問の掲載場所は教材によって違う。 

④全学年最終ページに「学びの記録」を記入するページがある。第1学年から第4学年には振り返りのシールが付いている。 

⑤各教材にデジタルコンテンツとして、朗読音声や参考資料、動画などが用意されている。（★） 

 

 


